

























は，R. ローティ，R. バーンスタインなどネオ・プラグマティズムの哲学，K. J. ガーゲンなど社会構






ている（3）。近代の解釈学 Hermeneutik は，19 世紀後半から 20 世紀前半のドイツで，W. ディルタイ，































































































































































































































































































































































































（ 1 ） 社会科の初志をつらぬく会や富山市立堀川小学校などにおける研究は，「子ども理解」に基づく授業研究と
いう点で，このような目的と方法による質的授業研究を伝統的としている。
（ 2 ） Schwandt, T.A. は質的探究の 3 つ認識論的立場として，解釈主義的哲学，哲学的解釈学，社会構成主義をあ
げている。（N.K. デンジン編『質的研究ハンドブック I 卷』平山満義監訳，2006 年，北大路書房 161–192 頁）
（ 3 ） いずれも論理実証主義など物理学理論体系をモデルとして認識を論じた哲学を「基礎付け主義」として批判
するとともに，「知る」ことの解釈的な性質を明らかにした。
（ 4 ） ハンス = ゲオルグ・ガダマー『真理と方法 II』，轡田収／巻田悦郎訳，2008 年，法政大学出版，463 頁
（Gadamer, Hans-Georg, WAHRHEIT UND METHODE, 1960, J.C.B. Mohr）。引用箇所についは，ローティ，
バーンスタイン，ガーゲンからの引用と訳語を統一するために，Truth and method, （ed. Barden, C. and 
Cumming, J. 1975, Seabury）を参照した。
（ 5 ） 同書，481 頁。　（ 6 ）同書，424 頁。　（ 7 ）同書，427 頁。　（ 8 ）（ 9 ）（10）　同書，422 頁。
（11） 同書，554 頁。　（12）同書，584 頁。　（13）同書，502 頁。　







た。Kuhn, Thomas, The Structure of Scientific Revolutions, 1962, 1996（3th ed.）, The Univ. of Chicago （『科学革
命の構造』中山茂訳，1971 年，みすず書房） ．
（16） Rorty, Richard, Philosophy and the Mirror of Nature, 1979, Princeton Univ., p.316． ローティは，「言語論的転
回」から，さらに「反基礎付け主義」に基づいて，「知る」ことをめぐる「解釈学的転回」interpretative 




（19） ibid., p.365．　（20）ibid., p.319．　（21）ibid., p.319．
（22） Bernstain, Richard, Beyond Objectivism and Relativism, 1983, Univ.of Pennsylvania, pp.138–139．　（23）ibid., 
p.146．　（24）ibid., p.145．
（25） Rorty, Consequences of Pragmatism, 1982, the Univ. of Minnesota, p.167．
（26） Rorty, Philosophy and the Mirror of Nature, p. 318．
（27） ガダマー『真理と方法 II』，477 頁。
（28） Rorty, Richard, Nineteeenth Century Idealism and Twentieth Century Textualism, Monist 64 （1981）, 165 . 
66 質的授業研究の方法的原理と意義に関する考察（藤井）
（29） Rorty, Philosophy and the Mirror of Nature, p.365． 
（30） Rorty, Nineteeenth Century Idealism and Twentieth Century Textualism, Monist 64 （1981）, p.167． 
（31） K.J. ガーゲン『社会構成主義の理論と実践』，永田泰彦・深尾誠訳，ナカニシャ出版，2004 年，344 頁。
Gergen, Kenneth J., Realities and Relationships, 1994, Harvard Univ..　
（32） 同書，345 頁。
（33） Bernstain, Beyond Objectivism and Relativism, p.174．
（34） Hanson, Norwood R., Perception and Discovery, 1969, Freeman.  
（35） Hanson, Norwood R., Patterns of Discovery, 1958, Cambridge Univ..
（36） Peirce, Charles S., Collected Papers of Charles Sander Peirce, Vol., 5, 6, 1965, Harvard Univ., p.117. 　
（37） W.O. クワイン 『言語と対象』大出晃・宮館恵訳，1984 年，勁草書房，40–124 頁。Quine, Willard O., Word 
and Object, 1960, The M.I.T.. 
（38） ガダマー『真理と方法 II』，295 頁。
（39） Rorty, Philosophy and the Mirror of Nature, p.319.．（40）ibid., p.318．
（41） ガダマー『真理と方法 II』，442 頁。ローティは，「全体がいかに動くのかを知らなければ部分を理解できな
いし，また逆に部分について理解がなければ全体がいかに動くかを把握できない」と述べている（Philosophy 
and the Mirror of Nature, p.319.）。
（42） Rorty, Philosophy and the Mirror of Nature, p.365． 
（43） Kuhn, The Structure of Scientific Revolutions, pp.165–166, pp.187–191.
（44） Kuhn, Thomas, The Essential Tension, 1977, The Univ. of Chicago, pp.308–318.
（45） ガダマー『真理と方法 II』，426–427 頁。
（46） Schon, Dnald A., Educating Reflective Practitioner, 1987, Jossey-Bass, p.xii.
（47） レイヴ & ウエンガー『状況に埋め込まれた学習』佐伯月半訳，1993 年，産業図書。Lave, J. & Wenger E., 
Situated Learning, Cambridge Univ., 1991. 
（48） ガダマー『真理と方法 II』，502 頁。
